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はじめに 
本小委員会は、2011 年に日本学術会議の天文学・宇宙物理学分科会から中規模将来計
画の推薦を依頼されたのを機に設置され、CRC関連研究を戦略的に進め得るサイエンスの
価値に主眼を置いて将来計画を検討し、CRC実行委員会へ報告することをその役割として
いる。CRC実行委員会からの指名で小委員会委員が選定され、２～３年の任期で小委員会
を運営してきている。 
 CRC実行委員会より2021-2023年度期将来計画検討小委員会に依頼された具体的な課
題は、 

1. マスタープラン2023への対応 
2. 未来の学術振興構想2023への対応 
3. 文科省ロードマップ2023への対応 
4. CRCロードマップ2023の策定 

であった。これらの課題に対応するため、本小委員会では計４回のタウンミーティングを
開催し、コミュニティの意見集約を行った。 
 本報告書は、2021-2023年度期の小委員会報告である。 
 
1. マスタープラン 2023 への対応 
学術の大型研究計画に関するマスタープランは、科学者コミュニティーの代表としての
日本学術会議が、学術全般を展望し、かつ体系化しつつ、各学術分野が必要とする大型研
究計画を網羅するとともに、我が国の大型研究計画のあり方について、一定の指針を与え
ることを目的として策定するものである。 2011 年から主に学術の大型施設計画・大規模
研究計画（概ね 100 億円を超える規模の計画）をリストアップするために策定され、以降
3 年ごとに更新されている。前回マスタープラン 2020（MP2020）では、文科省ロード
マップへ反映させる必要性という特殊事情があったため、主に運用中の大型計画を優先し
て取り上げた。このため、MP2020 では重要な将来計画について十分取り上げることがで
きなかった。そこで日本学術会議天文学・宇宙物理学分科会より、MP2023策定へ向けて 
● 将来計画を含む大型計画をリストアップする 
● 中型計画も含めて将来計画が一覧できる分科会の冊子を作成し、当面（10 年程

度）の指針とする 
との方針が関連コミュニティに通達された。 
MP2023 に向けた計画のリストアップでは、将来計画を便宜的に以下の３つに分類する



2021-2023年期の小委員会の課題
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MP2020が既存計画の更新が中心で、新規計画を取り上げられなかったため、
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こととなった。 
● 大型：マスタープランに重点大型計画として掲載されうることを目指す計画。共同

利用を前提とする計画で、コミュニティが高い順位で推薦するもの。実現に必要な
経費の総額が概ね100億円以上で、大学等の一機関では実現不可能なもの。国際協
力を前提とし、日本分担分として概ね 50 億円を想定。開始までのタイムスケール
は概ね10年以上、あるいは、すでに開始している国際計画への参加もありえる。 

● 中型 A：マスタープランへの掲載を目指すが、重点大型計画ではなくても良い計
画。共同利用を前提とする計画で、コミュニティが推薦する計画。概ね100億円以
下のもので、大学等の一機関で実現できる計画も含む。 

● 中型 B：学術会議による推奨を希望する計画。申請者がマスタープランへの掲載を
強く求めているわけではないが、学術会議（天文学・宇宙物理学分野）による推奨
（冊子への掲載）を希望する計画。共同利用を前提とせず、大学等の研究グループ
単位の計画。大型科研費レベル（概ね 10 億円）を超えるが、独自に概算要求等に
よって経費の獲得を目指す計画。 

このうち重点大型以外の大型と中型 A については一定以上の基準に達していれば基本的に
MP2023 に掲載される見込みである一方、重点大型への各コミュニティからの推薦は最大
３件とし、分科会でヒアリングを行い順位付けするという方針が示された。また、実施中
の大型計画は申請すれば区分 II としてMP2023に掲載される見込みが示された。 
 CRC 関連でMP2023 へ LoI を提出した計画は表１であった。本委員会は 2021 年に２
回のタウンミーティングを開催し、MP2023 へ LoI を提出した CRC に関連する計画につ
いて広く議論を行った。 
 

 
表１ MP2023へ LOI を提出した計画 

 
 

プロジェクト 分類 MP2020採否 計画状況 実施時期 経費

CTA 大型  (区分II) 採択 北半球建設中
北半球建設： 2016-2023
南半球建設： 2024-2027

建設費320MEuro、運営経費 24MEuro/年⽇
本分担分総経費： 156 億円

IceCube-Gen2 大型 採択
フェーズ1実施中 フェー

ズ2提案中 2024/25 南極シーズンより建設開始 $100M (phase 2)  $350M (gen2 全体)  日本グ
ループで、26億円

B DECIGO 大型 不採択 提案中
2021-2023年ミッション検討、技術開
発  2024–2029年プロジェクト開始 総経費500億円

KamLAND-2 中型A
→ 大型 採択 提案中 -2024：準備期間  2025-2026:建設期間 建設費合計40億円(内国外4億円)、人件費年

間0.8億円(内国外0.3億円)×10年

LISA 中型A
→ 中型B 不採択

提案中  (LISA計画自体は
実施中)

2019-2022：機器開発検討
2023-：搭載機器製造・試験・納⼊ 総経費10 億円程度

NEWAGE  CYGNUS 中型B 未提出 提案中
2021-2026: フェーズ1 (1 m3) 検出器

2026-2031: フェーズ2 (10 m3) 検出器 総経費 20億円

SMILE3 中型B 未提出
FY2021 準備開始

 FY2024 観測開始
3億円 (1回目のフライト)  2回目以降は検討中

TA2 中型B 未提出 提案中
2030 建設開始

2035 フル運用開始
総経費: 200億円 (人件費、運用費込み)

日本負担分: 50億円

POEMMA 中型B 未提出 提案中 2026: 詳細設計審査  2029: 打ち上げ 総経費1000億円（打上費⽤込）
⽇本分担: 総額1 億円

DARWIN 中型B 未提出 2020 - 2024: R&D  2024 - 2025: 建設 総予算200億円⽇本分担 15億円

Mega ALPACA 中型B 未提出
2027 建設準備

2028-2032 設置
10億円+1億円/年
⽇本分担は半分

CRCからは、大型計画４件と
中型B計画７ (+1) 件が提案された。

今回初めて、順位をつけたうえで
天文学・宇宙物理学分科会へ推薦
することが要求された。

+ GRAMS



• 2021年度第１回CRCタウンミーティング : 2021年8月10日, 9am-5pm, online

• 2021年度第２回CRCタウンミーティング : 2021年9月7日, 9am-12am, online
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◆ 大型計画（新規） 
● KamLAND-2（１位） 

✧ ニュートリノレス二重ベータ崩壊やニュートリノ地球科学で世界最高性能を
有する日本発の装置である。 

✧ 国際的な競争相手もアップグレードを予定しており、早期の計画実現が不可
欠である。 

● IceCube-Gen2（１位） 
✧ 日本グループが開発を主導した新型検出器の予算を獲得することで、その主

導的役割を確立する。 
✧ 米国での予算獲得のプロセスが進行中であり、日本でもそれに合わせて予算

を獲得する必要がある。 
● B-DECIGO（３位） 

✧ フォーメーションフライト技術実証衛星 SILVIA は、公募型小型計画の Pre-
Phase A1 の段階にあり、2030年前後の打ち上げを目指している。 

◆ 継続中の大型計画（区部分 II） 
● CTA: 高エネルギー天体観測の国際的次期基幹計画 
● KAGRA: 日米欧で構成する重力波観測ネットワークのアジア圏での観測拠点 
● ハイパーカミオカンデ: ニュートリノ科学の日本発の国際的次期基幹計画 

大型計画の推薦を同率１位で KamLAND-2 と IceCube-Gen2 の２計画とした理由は、
KamLAND-2 はサイエンス的に高エネルギー物理学分野も含めて広い視野で議論する必要
があることから、天文学・宇宙物理学分科会よりも上位の物理学委員会で議論頂く必要が
あると判断したためである。 
 また、MP2023 の議論において、CRC ロードマップが 2013 年から更新されていない
ため、この機会に CRC ロードマップを更新すべきとの意見が拡大実行委員会で出され、
将来計画検討小委員会で検討することとなった。 
  
2. 未来の学術振興構想 2023 への対応 
 日本学術会議ではこれまでのマスタープランを改め、今後20-30 年まで先を見据えた学
術振興の複数の「グランドビジョン」と、その実現の観点から必要となる「学術の中長期
研究戦略」から成る「未来の学術振興構想（2023 年版）」を新たに策定する方針を決め
た。このため、科学者コミュニティからの提案の公募を 2022 年 6 月 30 日より開始し、
10月21日までに意向表明を提出、12月16日に提案の受付締切、2023年夏頃に「未来
の学術振興構想」のとりまとめを行うとの通達があった。天文学・宇宙物理学分科会では、
当初計画通り MP2023 への提案に基づいた分科会の冊子を作成する方針であることが示
され、また、各コミュニティにおいて MP2023 への推薦からの変更があれば 9 月末まで
に知らせてほしい旨の連絡があった。 
 CRC将来計画検討小委員会では、未来の学術振興構想2023へ対応するため、2022年
度のタウンミーティングを開催した。 
 
2022 年度第 1 回 CRC タウンミーティング 
 2022 年 9月 20日、10-12amにオンラインで開催した。参加者は 71人だった。タウ
ンミーティングでは、未来の学術振興構想の概要を CRC 実行委員長より説明し、また、
前年度より検討が開始され、未来の学術振興構想にも引用予定の CRC ロードマップ改定
案をCRC将来計画検討小委員長より説明した。 
CRC関係では、MP2023での区分IIを含む旧大型計画6計画（KamLAND-2, IceCube-
Gen2, B-DECIGO, CTA, KAGRA, Hyper-Kamiokande）と旧中型 B 計画４計画

評価基準をもとに、
拡大実行委員会で
決定



2. 未来の学術振興構想2023への対応
• 2022年度第１回CRCタウンミーティング : 2021年8月10日, 9am-5pm, online
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（DARWIN, Mega ALPACA, UHECR-TA2 (GCOS), POEMMA）が未来の学術振興構想
へ応募する意思を示し、タウンミーティングで意見交換が行われた。 
 タウンミーティングでの議論をもとに拡大実行委員会が開催され、CRCとしての推薦方
針を以下のように決定した。 

● 最優先とする新規計画３件と推薦順位は、2021年の推薦から変更しない。 
✧ KamLAND-2 および IceCube-Gen2（１位）、B-DECIGO（３位） 

● 現行計画３件（CTA, KAGRA, Hyper-Kamiokande）を、最優先とする計画とし
て明示する。 

● 2021 年に中型 B として提案された計画で未来の学術振興構想にも応募する４計
画（DARWIN, Mega ALPACA, UHECR-TA2 (GCOS), PEMMA）を中型A相
当として新たに推薦する。 

  
最終的に、CRCから未来の学術振興構想への推薦書（添付資料）を実行委員長と将来計
画検討小委員長の連名で天文学・宇宙物理学分科会へ提出し、2022年 10月 29日に開催
された学術会議物理学委員会主催シンポジウム「「未来の学術振興構想」-物理学にできる
こと-」において実行委員長が説明を行った。 
 
未来の学術振興構想の公表 
 日本学術会議で取りまとめられた「未来の学術振興構想 2023 年版」は、2023 年 9 月
25日に公表された。 
https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/kohyo-25-t353-3.html 
CRCから推薦した計画は、 

● グランドビジョン⑱：宇宙における天体と生命の誕生・共進化の解明 
● グランドビジョン⑲：自然界の基本法則と宇宙・物質の起源の探求 

に掲載された。 
 
天文学・宇宙物理学分科会の冊子の公表 
 MP2023 のために集めた提案は、天文学・宇宙物理学分科会でまとめる「冊子」で公表
されることとなった。この冊子は、分科会でまとめた下記の「記録」文書に含まれている。 
https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kiroku/3-20230801.pdf 
 
3. 文科省ロードマップ 2023 への対応 
 CRC では文科省ロードマップ 2023 への応募を計画する CTA、IceCube-Gen2、
KamLAND-2 に推薦書を出し、それぞれの実施機関より提案された。また、関連分野では
LiteBIRDが提案された。文科省ロードマップ2023は以下に掲載されている。 
https://www.mext.go.jp/content/20231222-mxt_gakkikan-000033259_1.pdf 
 
4. CRC ロードマップ 2023 の策定 
 MP2023 への推薦を議論する過程で、CRC ロードマップが 2013 年より改定されてい
ないため、新たに CRC ロードマップを作成するよう実行委員会より将来計画検討小委員
会へ依頼があった。これに答え、将来計画検討小委員会では過去数年に CRC タウンミー
ティングで提案のあった計画を中心に CRC ロードマップへの掲載希望の有無を確認し、
2022 年に CRC ロードマップ改定案を作成した。2022 年度第１回 CRC タウンミーティ
ングで CRC 会員にこれを提示し、修正点や他に追加すべき計画などフィードバックを得
た。これにより CRC ロードマップ 2022 暫定版を策定し、「未来の学術振興構想」への
提案の参考にするとともに天文学・宇宙物理学分科会の冊子にも掲載した。 

未来の学術振興構想2023
https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/kohyo-25-t353-3.html

天文学・宇宙物理学分科会の冊子
https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kiroku/3-20230801.pdf
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 この CRC ロードマップ 2022 暫定版は、未来の学術振興構想等へ対応するために急ぎ
取りまとめたもので、将来へ向けた新規提案が含まれていない可能性もあった。このため、
今期の将来計画検討小委員会で最終的に取りまとめる CRC ロードマップ 2023 を策定す
るため、2023年度第１回タウンミーティングを開催した。 
 
2023 年度第 1 回 CRC タウンミーティング 
 2024 年 3 月 28 日、10:30-17:30 に、東大柏キャンパス・メディアホールにて開催し
た。新型コロナウィルス感染症蔓延後、初めての対面開催となった（リモート参加も可と
した）。参加者は、午前 64 人、午後 79 人だった。本タウンミーティングの獲得目標は
CRC ロードマップ 2023 の策定であったが、過去数年のタウンミーティングの焦点が
MP2023 や未来の学術振興構想への推薦にあったため、今回は将来・新規計画をテーマに
取り上げた。CRCの将来・新規計画として講演申し込みがあったのは、「バイカル湖にお
ける超高エネルギー電子ニュートリノ天文学計画序論」（岬暁夫）、「GAPS」（福家英
之）、「GRAMS」（小高裕和）、「Einstein Telescope」（都丸隆行）、「TAMA300」
（麻生洋一）の５件であった。また、新たに発足した「次世代ニュートリノ科学・マルチ
メッセンジャー天文学連携研究機構」の紹介、未来の学術振興構想および文科省ロードマ
ップ関係の報告も行われた。 
 CRCロードマップ2023策定の議論では、今回提案された将来・新規計画の中でロード
マップ 2022 暫定版に未記載の計画の追加は見送ることとなった。また、ロードマップ図
の見やすさやインパクト、サイエンスの分類などに改善の余地があることが指摘されたが、
これらの改善は次期将来計画検討小委員会で引き続き議論することとなった。 
 タウンミーティング終了後の拡大実行委員会で最終的に審議し、図 1 に示す CRC ロー
ドマップ2023が確定した。 
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今後の検討課題とし、
このロードマップには
取り入れないこととなった。

• 2023年度第１回CRC
タウンミーティング : 
2024/3/28, @柏



まとめ
CRCロードマップ2023を含む今期の将来計画検討小委員会の報告書を
CRCのホームページに掲載した。
無事、マスタープラン、未来の学術振興構想、文科省ロードマップへの
提案を済ませ、約10年ぶりにCRCロードマップの改定も行うことができた。
しかし、

• 新規計画を十分に取り上げられなかった。
• CRCロードマップの改定には、分野の切り分けや目標とするサイエンス
など、全体的なデザインを見直す必要があるとの指摘を反映させるには
至らなかった。

• 実施機関のレポートをさせてほしいとの要望があったが、
取り入れられなかった。

などの課題も残った。

最後にCRC会員のみなさまのご支援に感謝したいと思います。


